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2
0
2
4
年
3
月
、
全
国
各
地
で
多
く
の
元
気
な

子
ど
も
た
ち
が
卒
園
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
１
月
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
、
明
日
の
生

活
も
ま
ま
な
ら
ぬ
不
安
の
中
で
、
大
人
た
ち
に
守
ら

れ
、
春
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
も
多
く
い
ま
す
。

こ
の
年
の
卒
園
児
は
2
歳
〜
4
歳
を
コ
ロ
ナ
禍
で

過
ご
し
、
年
長
の
春
に
や
っ
と
コ
ロ
ナ
は
5
類
に
移

行
し
ま
し
た
。
様
々
な
制
約
の
中
で
過
ご
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
3
年
間
。
コ
ロ
ナ
休
園
明
け
、
仲

間
に
会
え
た
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情

は
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、

仲
間
と
触
れ
合
い
、
じ
ゃ
れ
合
い
、
体
を
思
い
き
り

動
か
し
て
遊
ぶ
の
が
楽
し
く
、
豊
か
に
人
と
関
わ
り

育
ち
ま
す
。
何
よ
り
、
子
ど
も
は
緊
張
し
た
生
活
で

は
な
く
、
身
近
な
人
と
安
心
し
て
過
ご
す
環
境
を
求

め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
戦
後
80
年
。
今
ほ
ど
メ
デ
ィ
ア
か
ら
世
界

の
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
戦
闘
の
映
像
が
、
日
常

的
に
子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
目
や
耳
に
入
っ
て
く
る

時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
命
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
極
限

の
緊
張
を
強
い
ら
れ
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
を
奪
う

戦
争
。
人
間
ら
し
く
幸
福
に
生
き
る
平
和
な
世
界

は
、
武
力
で
は
な
く
平
和
的
な
方
法
で
解
決
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
仲
間
と
と
も
に
過
ご
し
た

子
ど
も
た
ち
の
姿
、
保
育
、
子
育
て
の
歩
み
を
絵
と

と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
た
く
さ
ん
の
方

の
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
を
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

保
育
カ
レ
ン
ダ
ー
の
普
及
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

誰もが人間らしく生きられる社会を
考えるきっかけに



各地域の保育カレンダーお問い合わせ先
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島 根
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075-323-2860
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青森県八戸市是川2-15

福島県いわき市鹿島町下蔵持字沢目20-1

茨城県石岡市東大橋1639-2

茨城県ひたちなか市西光地１丁目6-3

愛知県豊川市市田町原山97、98

京都府京都市下京区西七条西久保町32-11

福井県福井市西二ツ屋町第9号8番

是 川 こ ど も 園

さくらんぼ保育園

そ と の 保 育 園

はなのわ保育園

    恵の実保育園  

七実の木保育園

東 北

認 定 こ ど も 園
鷹 巣 ひ か り

編集委員長

■ カレンダーへのご意見・ご感想は編集委員会までお寄せ下さい。TEL 0533-65-9803　FAX 0533-84-9777　Eメール:hoikuen.enomi@gmail.com

　「早くも」なのか「やっと」なのか…能登半島地

震から一年半近く。各地の大きな地震の時とも同

じだと思いますが、特に能登は過疎地域で、昨年

秋の豪雨も重なり実際にはまだまだ復興道半ばで

す。あの時の揺れは経験したことがなくほんとう

に怖かった。すぐによぎったのは「子どもたちは！

保育園は！」…久しぶりに登園してきた子どもた

ちの顔を見た時の気持ちは、これからも決して忘

れることはないと思っています。

　そんな子どもたちには、どんな時でも、どんな

ことがあっても、自由に自分らしく、自分の道を

自分で切り開いていって欲しい。先を生きるもの

として、私たち大人は何が必要なのだろう…私の

保育士生活はそのことをずっと問われていたよう

に思います。そして、その答えを示してくれてい

るものがあるとしたら、それは子どもたちが描く

「絵」なのではと感じています。『子どもたちが描

く絵には、一枚も「失敗」はないからね。』と斎藤

先生に厳しく伝えられたこと、きっとこの保育に

関わられた方なら、一度は耳にした言葉だと思い

ます。

　保育カレンダーの中の子どもたちが描いた絵は、

その園のその子が伝えようとしたものでもあると

思いますが、きっとそれだけではなく、たくさん

のことを私たち大人に社会に伝えてくれていると

思います。元気でいるか、生き生きとしているか、

大切にされているか、仲間や大人たちと豊かに生

活できているか…

　斎藤先生は「子どもの描く絵から読み解く」と

よく話されていました。つくづくそうだな、とこ

の保育カレンダーを毎年、毎月見ながら感じてい

ます。

石川県
山中ふたば保育園前園長 竹村 利津子

子どもたちが
伝えるもの


